
保管転換も原l'!IJ としては保管換の場合に準じ，保転禁および

物品送付舎に よ って処理するのであるが，保管換の場合は同一

物品出納役内とい う狭い範囲を対象としていること ， したがっ

てその所管内の物IR は鉄道管l"J!局等の主管箇所長(たとえば訪i

度用品のi場合は制度課長等)が在庫量.， 予:n:その他の事項を仰J

策して l 元的に迷期していること ， 現場その他の手数を軽減す

ること，なるべくまちがし、の生じないよ うにすること等の事由

により保転裂と物品送付書を統合し ， 両者の性絡を備えた物品

保管換命令告により処理することができることにしている。

物品保管換命令部はIjl(発行筒所控) 乙(保管換通知香→払出

命令j!Hft領収書)丙(払出命令部→保管担軽終了報告書) 丁 (送付

出)の 4 片からな り ，主管筒所が発行し， 関係箇所長に保管換

を指示するものである。

物品出納役または物品出納負から他の物品出納役または物品

:.1\ 納品に物品を送付した場合は~見品および送付書類が受領者

に3，9hYí したときをもって，保管i~任の帰民を区分するのである。

したがって保管転換または保管換の中途において事故があった

場合(保転事故)は ， 1m則 と して発 II刊の責任となる のである。

保管転換を受けたi狩I絞品に未着の事故があ っ た場合は， 受側

物品出納役において実情を調査のうえ， いっ

たん自箇所のj狩放品に受入れ，発送元に事古文

の内容を通知するとともに輸送後関の事故註

明告があるも のについては， 事故部分を発1l!l1

に逆保転して発側でその処理!をし，その他の

場合は 臣l 筒l所で亡失の手続をするのである。

また保管転換を受けた貯蔵品に損傷の事故が

あ った局合は， 受 fllU物品出納役において， い

っ たん受入れ， 事故証明書の有無にかかわら

ず自箇所において損傷の手続をするのである。

すなわち亡失事故のう

ち輸送被l刻の事故詰EI列

;日がある場合は， 輸送

中の事故であること

(発側の資任であるこ

と)が明確であること，

および亡失 (数hl不足)

の原因がnに亡失であ

るか，または発側の積

残しによるものであるか不明確であることにより，発。(I)に逆保

転して処理!すること に しているのであるが， 輸送機関の事故詰i

IYJ岱が得られない場合は， 到ft前の事故かあるいは着後の事故

か不明確であるため受側で処理lすることにしており，また以(拐

の湯合は， 損傷のi主任が発側にあるとしても，損傷した渓品を

わざわざ発側に送付して事故処理をする必裂は認められないの

で，こ の場合はその責任がし、ずれにあるかにかかわらず，例外

的に受fj{1)で j負傷手続をすることにしているのである。

つぎに保管転換または保管換を受けた予備品および決算品に

未清または損傷の事故があった場合は， 受仰lの物品出納役また

は物品出納員において事故の内容を調査するとともに，貯蔵品

の場合に準じてIJj:~士の処理をするのである 。

保管転換または保管僚には通常輸送を i~lóなうものであるが，

その輸送に要する経費(保転経費)は発。(1)の荷造り ・ 小運徹 . 'fW

込みその他の発送付梢経費 ・ 紛送信基関の五li1互，受側の取在11 し ・

小巡搬その他の到着付帯経政の3í重に大別されるが，これは保

管転換または保管換の目的に応じて，負担経'l'f.科目および負担

箇所を鉄道物品事務規程等により個別に定めているのである。

ぼくさっせん

(市原高之)

lまき 補俊 (英)pusher 事lì utJ後開幕のこと で，列車を型軽引(け

んいん) する車両の丙数を別加するために， 木務後|其l車のほか

に使用する機関車を L 、う。補助機関車は列車の前部で， 本務担量

|錦司1の次位にìili結されるのがit ììfiでらるが， *務機関車の前(立
10 に連結することもある。 また標準勾配に う ばL 、)がーーより急

l∞o 
な勾配のある区間を運転するとき，列車に故障を生じたとき，

橋梁(きょうりょう )等の強度の関係で憾関111を 2 両以上連続し

て述給することのできないとき，あるいは特別の事自のあると

きは列車の後部，列車の中部に連結されることがある。

(藤田 一)

ポギー (英) bogie 心1lllを中心にして車体に対して回転(旋回)

することができるようにした台車の名称である。ポギーは心lllL

において車体の霊;監をささえ，これを各車輸i上に分布すると同

時にそのばね装置， およびつり装世により垂直 ・ 水平両方向の

衝撃を緩和して走行を門前にし来心地を良 くする。草取h数によ

って 2 軌ポギー 3 刺lポギ一等の飽類があるが， 2 組1ポギーが

f!{.ììfiで 3 軸ポギーは寝台車， 食堂111な どと くに動絡が少ないの

を望むものに使用されるが， 近頃は 2;縦lボギーの性能のよ いも

1. 2 納 ポギ

3 軸ポギ

のができるので 3 刺lポギー はあまりffJ~、られなし、。

台車にポギー を用いた車両をボギー車とよ ぷ。 客車， 11l平等

はボギー車にすると車体を大形にでき るのみならず高速度運転

が 2 輪車， 3 ij~h11工に比してはるかに円滑にかつ安全になるので，

近l時はほとんどすべてボギー率である。大形貨車，蒸気後l刻III

の炭水車等もボギー車が多い。

ポギーの鰐造には極々あるが， ばね装置で大別する と， つり

合ばりを使用する方式と ， つり合ばりを使用せずにポギーにわ

くと制l箱との!日1に直接紺lばねを装置1する方式とがある。またつ

り装置はゆれ枕式のものが普通であるが， 1型車あるいは炭水車

等のポギーは簡易化して固定枕式としたものが多L 、。

図は 2 刺j ，r-ギ ー 3 制lポギー の各 1 形式を示す。(内村守男)

ほくさっせん北薩線 鹿児島市から不知火海治岸米ノ津IlIJに

至る国鉄自動車路線であって， 所管する 自動1\1'111;業所は鹿児島

市19日木田J(鹿児島)に ， 同支所は宮之城 (鹿児島県薩摩郡宮之城

l吋) ， 国分(鹿児砧県姶良郡国分1l1J) ，垂水(鹿児島県肝属郡垂水

旧J) ， 加治木(鹿児島県姶良郡加治木11IJ)にあ る。

1 区間およびキロ程




